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第 12回東京都形剣道大会の開催について

漂記について、1_千要I百 二ょ 茸電 t_ま ず ~て 、二案内します。

添付書類 : 1.

2.

3.

4.

第 12回東京都形剣道大会要項
同 上 試合実施要領
同 上 日本剣道形試合 評価項 目
同 上 申込書 (団体のみ )



第 12回東京都形剣道大会要項

1.主  催   東 京 都 剣 道 連 明

2.期    ≡    平戒29年 1月 14日 (土)■言 10≒百i台 (午前 9時開門)
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8.議 合 方 法    参力□担を予め控選により組合せ、 トーすメント法をtっ て試合を行い、種号りご
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9.試 合 内 容    男」紙試合実施要領による

10.試合審判規員」   東京都剣道連盟日本剣道形試合評任項目による。

11.参力日申込方法    (1)申込期日 平成 28年 12月 5日 (月 )午後五時までに申込書およ鯵 加料、
傷害保険料を一括して申し込むこと。

2チーム以上申し込む団体は、申込書の右肩にA、 B、 Cチームと区別して

記載すること。



(2)申込場所 〒105-0004 港区新橋 4242

東 京 都 剣 道 連 盟

TEL  03-5405-2166    RD[  03-5405-3680

(3)参 カロ 料   1組につき 2, 160円

(4)傷害保険料   1組 につき   400円

東京都剣道連盟にて行う。

(1)種別ごとに優勝、 2位、 3位 (2組)および敢闘賞 (1組

(2)種別ごとに得点を与え、総合優勝団体にはカップ (持回り)

ともに、誌合成績 3仁までを表彰する。

(3)得ソ像は次のとおり

を表彰する。

を授与すると

12.組合せ抽選会

13.表   彰

14.個人情報

は

の 対 応

15。 そ の 他

申込書に記述される個人情報 (所属団体名、称号・段位、漢字氏名、年齢、住所、

職業等)は東京都剣道連盟が実施する本大会運営のために利用することがある。

なお、所属団体毛、氏名、年齢等の最小限の個人情報は必要の都度、目的に合わ

せ公表媒体 (掲示用紙、ホームページ、東京剣連たより等)に公表することがあ

る。 (以上を申込者に周知して下さい。)

(1)本大会に参カロする選手は、必ず所属団体4と姓を記入の名札をつける。

(2)主催者は、大会中の事故に対し (大会会場への往復途上を含む)、 傷害保険

に117、十を:なぉ、十会実t由 写害発生の写合|ま、官をt置を萎じ、考5宣

等で治療を受けられるよう手配する。この場合の治療費は本人が負担する。

(3)車の乗り入れは厳禁されております。又付近の道路は駐車禁上になっており

ますので特にご注意下さい。

順 位 優 勝 2位 3位 3位 5位 5位 5位 5位

得 点 12 9 7.5 7.5 4.5 4.5 4.5 4.5



試合実施要領

試合者について

(1)各部とも木刀により行う。

9)服装は剣道着・袴とし、垂をつける。

垂には所属団体と姓を記入の名札をつける。

(3)所作および試合の体形について (下図参照)
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打・仕相互の

、一礼した後、 こサ巫る。

②試合開始時には、主審は起立し、試合者が上座の礼を済ませ、互いに向き合っ

た時「始め」と宣告する。宣告後は着席。

③試合終了後、主審は起立し、左右の手に審判旗を持ち、「判定」と宣告した後、

勝者の旗を真上に上げて表示する。

④副審は主審が審判旗を持つのに合わせて左右の手を赤自の審判旗の柄に添え、

主審が 畔J定」と宣告した後、着席のまま勝者の旗を真上に上げて表示する。

⑤主審は上がった旗を確認し、「勝負あり」と宣告する。

⑥主審と異なる旗を副審が2本上げたときは、主審は旗を上げ直して「勝負あり」

と宣告する。



⑦判定には引き分け、棄権の表示をすることはできない。

③不戦勝の宣告については主審は起立し、勝者の旗を真上に上げて「勝負あり」

と宣告するЭ

O交代|ま、自席横で行う。

⑩第一試合百始時および決勝戦開始時とも群 |]は正面に礼を行わない。

⑪所作は一E戦から決勝戦まで同じ。

⑫机の上にメモ用紙、鉛筆を置く。

3.演武本数について

①亘段以下の部

一回戦から準 決々勝戦まで太刀 5本 (7本のうち)。 準決勝。決勝は太刀7へ

選択された形は、開会式時に発表する。

②四・五段の部および六・七段の部

1・ 2回戦は太刀 5本 (7本のうち)、 3回戦以降は太刀 5本 (7本のうち)

小太刀3本、準決勝・決勝は太刀 7本小太刀3人

選択された形は、開会式時に発表する。
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日本剣道形試合 評価項目

1.礼 法、五つの構え、気 位

2.順序の正確さ 打 0仕の兼合い 緩急・強弱

3.充実した気迫で一足一刀の問合から一拍子で打突、刃筋

4.正 しく振りかぶり物打で打突 足さばき 気合

5.残  心 (理合 :〕亮或度の表現 )



形剣道大会申込書

団体名

三段以下の部

四・五段の部

打 。仕

フ リ ガ ナ

年  齢 段  位 備  考
氏 名

打太刀

仕太刀

六 0七段の部

打 。仕

フ リ ガ ナ

年   齢 段  位 備  考
氏 名

打太刀

仕太刀

打 。仕

フ リ ガ ナ

年  齢 段  位 備 考
氏 名

打太刀

仕太刀


